年頭所感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひまわり園　施設長　水城淳一郎
明けましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染拡大に対して、ひまわり園も大きな影響がありました。現在も、利用時間の短縮、活動場所の分散、行事や全体会の代替や中止など、事業の縮小を余儀なくされている状況ですし、利用者のみなさんには、手指消毒、健康チェック、マスクの着用、こまめな手洗い、検温などをお願いしているところです。今後も、感染防止対策を続け、利用者みなさんのニーズに沿った支援が継続して提供できるよう、他機関との連携を図りながら取り組んでまいります。
防災対策について、台風や地震等、自然災害に対しても、被害が最小限になるよう準備をしなくてはいけません。昨年は非常食や衛生用品の備蓄、水害を想定した避難訓練を実施いたしました。また、法人と共同で事業継続計画（BCP）の策定も進めているところです。今年こそは災害が少ない年になるよう願うばかりですが、防災についても引き続き緊張感をもって準備をいたします。
　就労支援について、B型事業はバザーや販売会の中止や縮小で、売上げ減の状態です。パンや焼き菓子などの販売場所の確保に加え、売上げが期待できる新規作業の開拓にも挑戦したいと思います。カフェについては、新型コロナウイルス感染防止の手立てに加え、来店のお客様へのサービス向上、メニューの開発等に取り組みたいと思います。
　就労移行支援について、企業等での体験や見学が難しい状況が続くことが予想されます。はたらく上でのマナーやスキルなどが向上できる支援を、就労支援センター等関係機関とも連携し行いたいと思います。
　生活介護事業については、特に健康、衛生面に留意しながら、手芸、陶芸、木工の作業活動やレクリエーション等、充実した日中活動ができるよう支援を行います。
　余暇活動については、今まで通りの活動は難しいのですが、3密にならないよう、文化的余暇活動、体育的余暇活動共に継続したいと考えています。休日余暇活動についても、利用者みなさんに喜ばれる活動ができるよう計画していきます。
　ひまわり園に併設する居宅介護事業所「ライフサポートてをつなぐ」につきましては、スタッフの確保、育成を図りながら、感染防止を徹底した取り組みをこころがけ進めていきたいと思います。
　事業所の運営について、職員の確保と資質向上は重要です。法人と協力しながら、Web会議やオンライン研修の充実、オンライン面接などに引き続き取り組む予定です。また、「令和三年度障害福祉サービス等報酬改定」は、報酬体系の見直しや加算の新設など、重要な改正となります。情報を精査しながら適切に対応していきたいと思います。
今年は、ゆっくりでも一歩ずつ進み、課題を一つひとつ解決できるよう努めてまいります。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
